
中園地区英語教育学会研究紀要NulO(1980) 

2 

LL におけるコミュニカティプ・ティーチング
ーその可能性と限界一

広島大学大学院

竹 中

コミュニカティプ・ティーチングの意義

音E 範

今日，外国語教育の方向は学習者lζコミュニケーションの手段としての言語を習得させるとい

う目標に向かっている。すなわち，これまでの言語学的言語分析の結果に拠り，それを応用する

のではなく，言語を人聞が意志疎通を行う際l乙用いる手段として看，さらにはそのような活動が

なされる場面に含まれる諸々の要因をも分析し，それを基l乙外国語教育のあり方を求めていると

言えよう。Rivers の言葉を借りればsUcro-languagelearningより macro-languageuseへと方向

転換がなされているわけである(@:ぉ0-251)。乙のような動きは Communicative Teaching 

(以下 CT と略す)，あるいは CommunicativeLanguage Teaching と呼ばれている。

乙のような CT においては学習者が伝達能力 (communicative competence)を習得するとと

が目標とされる。学習者は，言語構造を操作する能力だけでなく，それをコミュニケーションの

ために用いる際の規則に関する知識，特定の言語形態を場面要因に結びつけて意図した意味を表

現し，また解釈する能力をも習得しなければならない(@: 131 )。 乙の後者の知識，能力は

Rules of Speaking， Communication Rules 等の名称で呼ばれているが， CTのコース編成，教材

作成の際には不可欠の要因となる。

本小論は LLを利用して CT が行えるかどうかその可能性を探ろうとするものである。も

ちろん，そこには自ずと何らかの限界性が存在しようが，それを超える方策も求めてみたい。ただ，

LL における CT といってもさまざまの問題が含まれており，今回はhardwareの面IC焦点を絞

り software の問題については CT K対する LLの在り方に関して基礎となる点のみに触

れ，具体的な問題についての考察は他日の機会に譲りたい。

コミュニカティプ・ティーチングとLL

LLの発達により外国語教育がより高い成果を収められるようになった乙とは汎く認められる

と乙ろであろう。しかしながら，反面，"LL出現の際に関係者が期待したほどの成果があがって

いない乙とも否めない事実である。それはひとつには LLのもつ限界に対する認識がその利用

可能性追求の陰に隠れていた乙とによるものであり，さらには LL・と普通教室との連携が望ま
、、

しい形で行われていなかった乙とによる，と言えよう。 、

LLの有する長所はいくつか挙け.られる。例えば Da.kinが‘"Eachlearner ___'と述べているよ

うに(@:2-3)，個々の学習者が自らの活動として学習作業を進めるととができる，という

点がある 0・また，生の音声l乙接する機会が多くなる乙とも挙げられよう。しかし，同時にそこに

は欠点も存するわけであり，その認識が不充分であればそれだけ LL の利用可能性が減じられ

る乙とになる。その欠点を補う方策が求められねば限界はいつまでたっても限界でしかない。

さて，そのような欠点のうち LL における CTを考えた場合，最も問題となるのが LL

は聞く続習には適しているが話す練習には必ずしも適さないという点である。乙れはラジオ放送

とか駅の構内放送のような one-way コミュニケーションの場合を除いて，相互交流としてのコ
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ミュニケーションの姿を反映していない。乙のような条件下で行いうる話す練習の形態としては

模倣練習および操作練習が挙げられる(@:1田)。 もちろん，乙のような練習も必要であるが，

それを実際のコミュニケーションと結ひ・つける乙とが考えられねばその効果は減ずるだけである。

LLの一方通行的な性格に対し interboothcommunicationの形も考えられるが，それが学

習者間のやりとりだけに終わってしまっては rules of speaking の習得という面で不充分ならざ

るを得ない。

また，個々の学習者が自分のペースでといっても，授業として LL を利用する場合は決して

個別化授業が行われているわけではない。学習者はほかのととを考えたり，他教科の宿題をした

り，居眠りしたりして，モニターされている時だけ機披的に発話練習を行っているという Chadwell

の指摘するようなケースは数多くないにせよ(@ : 17 ) ，退屈さを醸し出す要素がある乙とは否

めない。個別作業の陰に personaIcontactというコミュニケーションの主要素が隠れ，延いては

学習者の動機づけに関わる問題となっている乙とは一考を要する。

乙のような欠点を補うために LL のあり方を再考しようとする際 Gamett の設けた 6つ

の基準が一応の目安となるが(@: 319 )， 乙乙ではそのうち第6の基準を中心に，第3，第5

の基準の必要条件となるものを求めることとする。第 6の基準とは“efficientand quality 

machinery that is adjustable to the needs and aims of individual school programs" とし、うものであり，

第3，第5の基準とはそれぞれ “'excellence ofprogram materials， closely related to the classroom 

materials" ，“frequent and regular practice sessions， preferably two twenty-minute sessions each week" 

である。

3 コミュ二カティプ・ティーチングをめざしたLL設備

上に述べたように，乙れまでの LL 設備は幾つかの欠点をもっており，そのそれぞれがコミ

ュニカティプ・ティーチングの方向にそって解決されなければならない。まず，個別化の点につ

いては，従来の LL ではコンソールより流される教材による一斉指導を行うものとし，それとは

別に open-labsystemの部屋を設けるととが望まれる。というのは，従来の LL では indi -

vidualized work は行えてもそれが independentwork になることが難しいからである。また，

学習者個人による remedial work のためにも open-labsystemの必要があろう。 Chadwellの

提案する方法は一考に値する(③)。ただし，乙の方法も open Iabのみに拠るのでは自ら可能

性を縮めるとととなる。従来の LL と相互に補い合うものでなければならない。

一方，従来の LL，も再検討の要がある。音戸重視による audio aids とともに，それに直接

繋がった形での visuaI aids が必要であり，かっ効果が大きい乙とは Stack (@: 16 )の指摘

を倹つまでもない。コミュニケーションの具体的場面を与える上でも視覚面の設備の充実が望ま

れる。練習用の発話を提示する際1'-，演揮法によるにせよ帰納法によるにしても rulesof 

speakingの習得という点で視覚による状況認識は重要である。また，コミュニケーション活動

が一方的で受身的になる点を補うためには interboothcommunication system の設備が要求され

る。ただし乙れにも限界がある乙とは認めておかねばならない。すなわち，有能な指導者による

モニターがなければいくら自由会話に近い形で練習が行われるとしても完全なコミュニケーショ

ンにはほど遠いからである。

また，普通教室での授業と LL での授業との連携も大きな問題である。普通教室での授業内

容の音声面を LLで指導するような，普通教室に対する LL の従属関係は望ましいものではな

い。普通教室で行うべき授業 LLにおいて行うべき授業を考え，それが全体として CT を
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構成するような相E補完的なものでなければならない。 LLでの授業に物理的に出席していて

も実質的な学習がなされなければ学習者の動機づけも損なわれ LLと普通教室との連携が不

充分であるととか証されるだけであるとの指摘もある(@ : 14 )。コース編成の際に重要な問題

として乙の点を考慮しておかねばならない。

4 コミュニカティプ・ティーチングをめざした LL教材

まず CTの教材編成の際lζ問題となるのは文構造による編成と言語の機能の分析に基づい

た編成をどのようなノfランスで組み合わせるかということである(@:132 ) 0 CTは構造シラ

パスを排除するものではない。構造シラパスにより内化された言語構造をコミュニケーションの

場面で機能させる能力を学習者に習得させるのが CT である。また Bruderの指摘にもある

ように communicativecompetence の発達には自由練習とともに制限っきの練習も必要である

( @: xi )。乙れらの点については前述のごとく LL の特徴，すなわち，模倣練習，操作練習

に適するという乙とがとりあげられるべきであろう。構造練習を中心とした活動は LLを中心

とする乙とが考えられる。コース編成の方法としては，文法による編成，場面による編成，話題

による編成，機能・概念による編成があるが(@)，乙れらは相互排他的なものではなく， CT 

の構成要素であるとみたい。そのそれぞれの特徴に応じて，普通教室，従来の LL， open 

system の LLの有機的連携を計る際の基本的視点とされなければならない。

一方，見方を変えて，コミュニケーション活動の分析も必要となる。 Guntermann の挙げて

いる 6つの範簡は包括的なものではないがひとつの視点を与えてくれる(①:222 )。 乙れは授

業の中で行いうる活動を基にした分類であるため，実際のコミュニケーションl乙較べ制限が加え

られるのは止むを得ないが，練習形態の決定などに重要な指針となるものであり，同時lζ教材編

成の基準のひとつとなるものである。

5 おわりに

乙のように考察してみると CTιのためには従来の LL は限界の大きい乙とがわかる。も

っと LLを有効に利用し，また CT を実践するためにAssistantMasters Associationおよび

Chadwell を参考に(①:17 ;③: 17 ) ， 次のようなフロアー・プランを考えてみた。語学専用

の特別教室を考えたのは図書や風物に関する知識を助ける品物などが常備されている部匡が学習
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者の動機づけの点からも必要であると考えたからであり，できれば数室設けたいととろである。

また，それと LL とが隣接しているのは，例えば50分の授業を25分ずつに分ける場合も考えら
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れるからである。

以上 hardwareの問題を中心lζLLを利用したCTの可能性を検討してみたが，決して乙れで万

全の設備とは言えない。なお一層の考察が必要であるが，それにも増して softwareの問題は大き

い。ともに今後の課題としたい。
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